
(1) 
 

 
 

平成２４年１０月１９日発行 
編集： 中国学園大学現代生活学部 

人間栄養学科 
 

第２2 号 

  中国学園大学現代生活学部 

人間栄養学科

NEWS 

問い合わせ先： 
中国学園大学現代生活学部 
人間栄養学科 
Tel   086－293－0247  
Fax  086－293－2798 
E-mail. eiyou@cjc.ac.jp 

 

10周年に寄せて  
大学開学後は、１期生や２期生の総出で学校行事をおこないま

した。学生たちに､学部の伝統を創るという意識があったかどうか

はわかりませんが、教職員と協同して、講義、実習、演習や課外

活動に参画する過程から、カラーが醸成され、その蓄積が伝統と

なってきつつあるように感じます。学生諸君は良い伝統を継承、

構築し､卒業してからも誇ることができる学生時代を送ってほし

いと思っています。             （森脇 晃義） 
 

お弁当コンテストで優勝  
3年生 浅津 琴美 （後楽館高等学校 卒業） 

 6 月 17 日、倉敷で開催されたイベントに参加し、見事、優勝す

ることが出来ました。今回、お弁当コンテストで優勝することが

できたのは、3年生全員で献立作成や調理、お弁当のアピールのた

めのリーフレット作りやステージ発表の準備をしたこと、また、

献立の見直しをして下さった先生たちなど、たくさんの人の力が

あったからこそ成し遂げることが出来たのだと思います。私は今

回の経験を活かし、友人たちと協力して夢に向かって努力してい

こうと思います。 

 

 
新入生歓迎会 
2 年生 井上 利紗 （明誠学院高等学校 卒業） 

4 月に 2年生が主催となっ

て新入生歓迎会が行われまし

た。約 1ヶ月前から献立を考

え、何度か試作を繰り返し、

今年の献立は夏野菜カレー、

シーザーサラダ、オレンジゼ

リーになりました。新入生の

みなさん、沢山の仲間や先輩

がいますので、夢に向かって

これからの大学生活を悔いの残らないモノにしていきましょう！ 

 

子ども料理教室 
4年生 西原 佳澄 （岡山県立玉野光南高等学校 卒業） 

トマト・なす・きゅうりを

使ったサンドイッチとジュー

スを考案し、8月 31日「やさ

い」の日に小学生と一緒に作

りました。それぞれの野菜の

秘密について話すことで野菜

に興味を持ってもらい、さら

に、サンドイッチやジュース

を自分で作ることで苦手な野

菜もおいしく食べられることができたようです。 
 

 

新入生宿泊研修を終えて 
1 年生 竹中 美奈 （岡山県立岡山南高等学校 卒業） 

この新入生宿泊研

修に参加して得ること

が出来たものは数多く

あります。研修内での

レクリエーションを通

して同じ夢、目標を持

つクラスメイトのこと

を知り、仲良くなる事

が出来ました。また、

管理栄養士について学

び、管理栄養士になるために必要な知識や技術がたくさんあると

いうことを改めて感じ、これからの大学生活を通してしっかりと

身につけていきたいと思いました。 

 
工場見学・テーブルマナー研修 
2 年生 岡田 萌子 （盈進高等学校 卒業） 

2 月 9日、10日に神戸へテーブルマナー研修に行きました。ヒ

ガシマル醤油工場、揖保の糸資料館、UCC コーヒー博物館や神戸ポ

ートタワー、人と防災未来センターを見学しました。この 2日間

を通して、食について更に興味をもつ事が出来ました。これから

も、多くの食について興味を持ち、管理栄養士を目指して勉強し

ていきたいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

臨地実習を終えて 
4年生 福田 諒介 （岡山県立邑久高等学校卒業） 
保健福祉センターで実習を行いました。地域で行われていた料

理教室に参加させていただいて、その前置きとして講話を行いま

した。適切な時間配分で正しい情報を伝えることの難しさを改め

て知ることができ、この経験を今後の活動に活かそうと思いまし

た。また、体育館で地域の方々と一緒に椅子を使ったストレッチ

を行いました。このような活動を定期的に行うことでまちが明る

くなり、活発になっていくのだと思いました。管理栄養士の先生

が地域の方々の声を直接聞き、対応している姿を見て、市民に頼

られるような管理栄養士に私もなりたいと思いました。 
 

後輩の皆さんへー就職活動に向けてー 
4年生 石和田 光 （島根県立松江高等学 卒業） 
私が本格的に就職活動を始めたのは臨地実習を終えてからの６

月です。国家試験はまだまだ先ですが、就職試験では専門分野を

深く聞かれる場合が多々あります。４年生になるころまでには国

家試験を５割取れている方が他分野の勉強もしやすくなります。

また、初めの方は自分の本命とは違っても様々なところを受けて

慣れておくことをお勧めします。友人と一緒に受けると緊張が和

らぐので良いと思います。 
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体育祭 
4 年生 小原 由佳 （岡山県立西大寺高等学校 卒業） 

4 年生 金内 冬菜 （山陽女子高等学校 卒業） 

今回が最後の体育祭だったこともありクラス一丸となって競技

に取り組みました。またボンボンを作ってみんなで踊りながら楽

しく応援した結果、見事同窓会賞を受賞することができ、とても

良い思い出になりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

栄養セミナーⅠ「体験学習」 
栄養セミナーⅠでは、「地域に出かけて体験学習をする」こと

を目的とした学外学習を行っています。本年度は次の３か所へ出

かけて行きました。①岡山市立吉備中学校（栄養士・管理栄養士

が勤務する職場を見学して、「管理栄養士」という職業をイメー

ジできるようにする）、②グループホームきびの里（年代の異な

る高齢者と接し、コミュニケーション力を高める）、③木堂記念

館（庭瀬地区出身の偉人

について学ぶ）。いずれ

も大学内での勉強とは

異なった体験であり、終

了後、それぞれの体験か

ら学んだ事や感想を各

自レポートにまとめて

提出しました。これから

４年間の学習意欲の向

上に役立ったことと思

います。（嶋田 義弘） 

 

栄養セミナーⅡ「農場体験」 
栄養セミナーⅡ（2 年生）では例年、

学外授業として岡山大学農学部の附属農

園（山陽圏フィールド科学センター）で

実習・見学しています。今年も暑さ厳し

い 8 月 8 日（水）に大学の附属農園を訪

問し、「果物の収穫と蔬菜栽培の実習」の

講義と実習を行いました。まず、岡山大

学の担当の先生から講義を聴講した後、

菜園内を見学、ブドウの剪定作業、最後

には菜園内で収穫されたブドウとモモ（2

～3種類）について試食し、その味覚と風

味の違いについて体験学習しました。 

（太田 義雄） 

 

高大連携授業 ―高松農業高校―  
8 月 6・7 日～8 月 9・10 日の 4 日間、岡山県立高松農業高校の

生徒が来学し、実験・実習を通して大学の講義を体験されました。 

 前半は食品学実験として色素の分析などを行い、後半は栄養学

実習として、身体計測と食事調査による栄養アセスメントが行わ

れました。初めは緊張していたようですが、大変興味をもって授

業に取り組まれていました。         （三宅 教子） 

 
 

 

新任教員（自己）紹介     
― 金澤 浩 教授 ― 

週末のテレビ番組で、現在世の中で活躍してい

る若者を紹介する番組を見ることを楽しみの

一つにしています。このとき登場するヒトの多

くが食に関係した仕事に関わっていることに

驚きを感じるこの頃です。栄養学（栄養学科）

は新たに多くのヒトの関心を集める分野であ

ることを再認識している毎日です。人間栄養学

科で学んだヒトには、多くの活躍の場があるに違いありません。

社会が必要としています！！ 
 

― 多田 賢代 教授 ― 
はじめまして。本年度４月に着任いたしました。

主な担当科目は応用栄養学です。「応用栄養学」

の授業では、赤ちゃんからお年寄りまで人の一生

における栄養管理について学びます。社会に求め

られる管理栄養士を目指して、学生の皆さんと共

に楽しく学んでいきたいと思います。よろしくお

願いします。 
 
 

― 山口 享子 講師 ― 
私は、今年３月まで、栄養教諭として食育の一端

に携わってきました。笑顔で挨拶をしてくれる学

生のみなさんも９年間学校給食を食べているの

だと思うと、とても親しみを覚えると同時に、一

人ひとりが志望した道を力強く歩んでもらいた

いと胸が熱くなる今日この頃です。私が実際やっ

てきたことをしっかり伝えていきたいと思いま

す。きびしさの後には道は開けるものだと信じて

います。どうぞよろしくお願いいたします。 
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入試区分 出願期間 選考日 

平成 25 年 平成 25 年 

2 月 6 日（水）～ 2 月 23 日（土） 

大学院 II 期・ 

3 年次編入 II 期 

（一般・指定校） 2 月 13 日（水）   

入試区分 出願期間 選考日 

平成 24 年 平成 24 年 

10 月 17 日（水）～ 11 月 3 日（土） 公募 I 期 

10 月 24 日（水）   

平成 24 年 平成 24 年 

11 月 14 日（水）～ 12 月 1 日（土） 

推
薦
入
試 公募 II 期 

11 月 21 日（水）   

平成 25 年 平成 25 年 

1 月 10 日（木）～ 2 月 1 日（金） 前期 

1 月 17 日（木）   

平成 25 年 平成 25 年 

2 月 6 日（水）～ 2 月 23 日（土） 後期 

2 月 13 日（水）   

平成 25 年 

1 月 25 日（金）～ 
I

期 
2 月 1 日（金） 

個別試験は 

行わない 

平成 25 年 

2 月 20 日（水）～ 
II

期 
2 月 27 日（水） 

個別試験は 

行わない 

平成 25 年 

2 月 28 日（木）～ 

大学入試 

センター 

試験利用 

III

期 
3 月 8 日（金） 

個別試験は 

行わない 

平成 24 年 平成 24 年 

10 月 17 日（水）～ 11 月 3 日（土） 
I

期 
10 月 24 日（水）   

平成 25 年 平成 25 年 

2 月 6 日（水）～ 2 月 23 日（土） 

一
般
入
試 

社会人・ 

帰国子女 
II

期 
2 月 13 日（水）   


